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２０１７年４月１４日 

2017 SUPER GT第1戦岡山 

Team TAISAN SARD - #26 TAISAN SARD R8 FUKUSHIMA 
期待の新人コンビが「FUKUSHIMA」復興の想いを乗せて初戦を疾走 

  
              < TAISAN SARD R8 FUKUSHIMA >           <左：ジェイク・パーソンズ選手／右：山田 真之亮選手> 

４月８日（土）・９日（日）SUPER GT第1戦「SUPER GT 300km RACE」の決勝が行われ、GT300
クラスに参加したTeam TAISAN SARD - #26 TAISAN SARD R8 FUKUSHIMA。復興を応援する想いを
込めてボディには「FUKUSHIMA」、新たに福島民報社と福島民友新聞社とスポンサー契約して各ロゴ
を貼付して疾走。新体制で野田英樹監督のもと、期待の新人ドライバーとなる山田真之亮選手／ジェ
イク・パーソンズ選手のコンビが奮闘を見せた。８日（土）に行われた公式予選では山田選手がアタッ
クするも激戦のＱ１で赤旗中断などタイミングが難しい状況の中で本来の速さを発揮できず、まさか
の２５番グリッドに沈んでしまう。だが、挽回を諦めない強い気持ちで決勝へ臨んだ。 

９日（日）決勝では山田選手がスタートを担当。トラブル車による赤旗、セーフティカー（ＳＣ）ス
タート、６周目にＳＣ導入など波乱のレース前半で堅実に落ち着いた走りで順位を次第に上げていく
山田選手。２１周目には自己ベストラップを刻んで後半に掛けるべくピットインを引っ張り４０周を
終え暫定５位に。再びセーフティカー導入の波乱があったが、４６周目暫定５位のままピットイン。給
油と２輪交換で復帰のところ、ピット作業でボディ修理をオフィシャルに命じられ大きく４５秒もの
タイムロスを喫してしまう。２１位でパーソンズ選手が戦列に復帰となったが、負けじと不屈の闘志
で再びここからの挽回を目指して奮闘。５０周目に２０位に順位を上げ更に前を追いかける。だが、激
しいポジション争いの中で、５８周目１つ順位を落とす。その後も厳しい戦いが続いた結果、同クラス
では１周遅れながらＧＴ５００のチェッカーのタイミングで７５周走破の２１位でチェッカーとなっ
た。Team TAISAN SARD - #26 TAISAN SARD R8 FUKUSHIMAは、ポイント獲得こそならなかったが、
最後まで決して諦めず奮闘を見せ、「FUKUSHIMA」復興の想いを乗せて初戦を疾走し完走を果たした。 

 

■Team TAISAN SARD：SUPER GT第1戦岡山（GT300クラス）結果 
車両名 ：TAISAN SARD R8 FUKUSHIMA   ゼッケンNo.26 
ドライバー ：山田 真之亮（1992年8月29日生：24歳）、ジェイク・パーソンズ（1994年12月26日生：22歳） 

●決勝 ：２１位（７５周：２:１２’４１.２５５、ベスト１分２８秒１５０／DRY：山田） 
 公式予選 ：２５位（ベスト１分２８秒１８６／DRY：山田） 
 
■情報参照先 
 

●サード公式ウェブサイト  ：http://www.sard.co.jp 
●SUPER GT公式サイト  ：http://supergt.net/jp/ 

●本件に関するお問い合わせ先：サード広報担当：宮本 e-mail: media@sard.co.jp 


